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県職員の給与
　福島県の職員（一般職員、警察官、教員など）の
給与についてお知らせします。

　県民手帳には、皆さんが普段知りたい
情報がコンパクトに掲載されています。購
入については15ページの「県からのお知ら
せ」をご覧ください。

　電子媒体ではリアルタイムで発信中。「フォロ－」や「チャンネ
ル登録」をしていただくと、新着情報がわかりやすくなります。

問県庁人事課　☎024（521）7035 詳しくは、
ホ－ムペ－ジをご覧ください。 検 索令和４年福島県人事行政の運営等

1  人件費の状況（令和３年度普通会計決算） 3  職員手当の状況

2  初任給月額および平均年齢、平均給料月額の状況

4  特別職の報酬等の状況 ※令和４年４月１日現在

5  一般行政職の級別職員数の状況

●「全国から見た福島県」などの統計情報
●県内の主な行事（月別・予定）
●県内の主な観光地一覧（割引パスポートつき※）
●道の駅一覧（おでかけクーポンつき※）
●県内の国機関、県庁機関、出先機関一覧
●くらしの相談窓口一覧　など
※対象施設のみ

手帳サイズに知りたい情報満載スマートフォン・パソコンで
県政などの最新情報がご覧になれます。

県政、防災情報が充実
県公式ツイッター

福島の今の姿、魅力や宝などを動画でお伝えします
YouTube福島県公式チャンネル

キビタンが福島の「魅力」と
「今」を発信しています

キビタン公式ツイッター

福島の美しい写真を中心に
県内の食や風景、行事など
さまざまな最新情報を発信
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区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 10級 合計
標準的な
職務

主事
技師

主事
技師

主査
副主査

主任主査　
主査

副課長　
主任主査

本庁課長　
主幹

本庁部次長
本庁課長 本庁部次長 本庁部長 本庁部長

職員数 743 人 837 人 1,184 人 1,690 人 684 人 733 人 143 人 57 人 32 人 2人 6,105 人
構成比 12.2％ 13.7％ 19.4％ 27.7％ 11.2％ 12.0％ 2.3％ 0.9％ 0.5％ 0.0％ 100.0％

※代表的な職種である一般行政職員に適用されている級別標準職務と、その職員数および構成比の令和４年４月１日現在の状況です。

［※各数値の出典は、令和４年４月１日現在の「地方公務員給与実態調査」などです。］

区　分 初任給 平均年齢 平均給料月額学歴区分 給料月額
一般行政
職員

大学卒 193,100 円
43.0 歳 326,500 円

高校卒 158,400 円

警察官
大学卒 220,500 円

37.5 歳 326,100 円
高校卒 180,100 円

高等学校
教員 大学卒 215,400 円 46.3 歳 395,000 円

小・中学校
教員 大学卒 215,400 円 46.7 歳 380,100 円

※平均給料月額については、令和４年４月１日現在における職種ごとの職員の基本
給の平均を記載しています。

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

1兆3,974億9,333万円 2,516億4,330万3千円 18.0%
（前年度 18.1%）

※人件費には、特別職に支給される報酬なども含まれています。
〈参考〉一般職に属する職員数：令和４年４月１日現在 25,281人
	 （令和３年４月１日現在 25,648 人）

　毎月支給される扶養手当や住居手当をはじめとして、勤務実績に
応じて支給される時間外勤務手当、退職者に支給される退職手当
など、各種手当を国に準じて支給しています。
　期末・勤勉手当については、次のとおり年２回支給しています。

支給日 期末手当 勤勉手当 合　計
６月30日 1.175月分 0.95 月分 2.125 月分
12月10日 1.175月分 0.95 月分 2.125 月分
合　計 2.35月分 1.90 月分 4.25 月分

※令和４年４月１日現在における一般の職員の支給割合を記載しています。

給料月額

知　事 	1,122,000円
（1,320,000円） 副知事 　927,000 円

（1,030,000 円）

議員報酬月額
議　長 1,010,000円 副議長 　900,000 円
議　員 　830,000円 　 　

※知事・副知事の給料月額については、それぞれ15％、10％の減額後の額を記載
しています。（　）書きは、減額前の額です。

※期末手当は、年間 3.20 月分を２回に分けて支給しています。

10月号の「表紙」と「特集」では、10月１日に11年ぶりに全線運転再開した「JR只見線」を取り上げました。今後も
皆さんに興味を持ってもらえるタイムリーな話題を取り上げていきます。編集担当より


